
Asian and African Languages and Linguistics, No.17, 2023

カムチベット語索多西/改那西 [Gadnagshod]方言の方言特徴と語彙

鈴木　博之
（京都大学）

Dialectal Characteristics of Khams Tibetan Zurdoshod/Gadnagshod
Dialect: Accompanied with its Vocabulary

SUZUKI, Hiroyuki
Kyoto University

Khams Tibetan Gadnagshod dialect is spoken in Zurdoshod (Suoduoxi) Township,
sMarkhams (Mangkang) County, Chamdo (Changdu) Municipality, Tibet Autonomous
Region, China. Its dialectal classification within Khams Tibetan has not been well examined.
This article describes dialectal characteristics of the Gadnagshod dialect. First, we present
its phonological aspects such as suprasegmentals, vowels, consonants, and syllable structure.
Second, we describe its sound correspondences with Written Tibetan forms to characterise
its dialectal features. Finally, we provide a wordlist (ca. 1900 words) of Gadnagshod
Tibetan.
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1. はじめに

本稿では，中国チベット自治区昌都 [Chab-mdo]1市芒康 [sMar-khams] 県索多西
[Zur-rdo-shod] 郷改那西 [Gad-nag-shod] 村で話されるカムチベット語 Gadnagshod 方
言の音体系を紹介する。そののち，提示した音体系に基づいて同方言の音形式とチ
ベット文語形式（以下「蔵文」）との対照を行い，Gadnagshod方言のチベット語方言
内における位置を考察する。最後に語彙リスト（約 1900項目）を提供する。
芒康県2の言語状況は，これまで言語学的視点から現地調査があまり行われていない

こともあり，詳細が不明であった。近年の研究から，芒康県のチベット人には，カム
チベット語を母語とする集団以外に，ラロン・マ語というチベット・ビルマ系の非チ

1 チベットの地名など固有名詞で漢字で音写されているものには，[ ]内にチベット文語（蔵文）形式を添える。な
お，蔵文は de Nebesky-Wojkowitz (1956)に基づく転写方法を用いる。
2 芒康県の沿革は《西藏百科全書》(2005: 237–238)を参照。
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ベット系諸言語を母語とする集団がいることが分かってきた（Tashi Nyima & Suzuki
2019，鈴木ほか 2022）。そして，芒康県のカムチベット語も，複数の方言群に分かれ
うることも具体的に見えてきた（鈴木 2018，Suzuki et al. 2022）。現段階における，筆
者が収集・記述した芒康県内のカムチベット語の方言資料は，図 1に示す地域のもの
がある。

図 1 芒康県内カムチベット語の調査地点

図 1に示した各種方言は話者同士の相互理解度が高いといえるが，それぞれに特徴
があり，発音を聞けば出身が推定できるほどであるという。なお，芒康という地名と
チベットの伝統的な地理区分に見られる sMar-khams-sgangは指している地域が重な
る（Wylie 1962参照）が，互いの関連およびそれと方言区分を結びつけるには不明な
点が多い（Tournadre & Suzuki 2022参照）。
本稿で扱う索多西郷のカムチベット語は，芒康県の中で金沙江沿い一帯の地域で話

される方言群に分類される方言の１つといえる。索多西郷の交通路は金沙江向かいの
巴塘 [’Ba’-thang]県蘇哇龍 [So-ba-nang]郷とつながっており，芒康県内の他の地域へ
は巴塘県を迂回して入るか，山道を徒歩で移動することになり，日常生活の上では巴
塘県とのつながりが相対的に強い。
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本稿の構成
本稿の構成は，先に Tshawarong方言の音体系を，声調・母音・子音・音節構造の順

で紹介する。そののち，蔵文との対応関係に基づいて方言の特徴づけを行う。
本稿で分析する言語資料は，特に断りのない限り，筆者自身の調査によって得た

ものを用いる。主として記述する Gadnagshod 方言の調査協力者はツェリン・ラモ
[Tshe-ring lHa-mo]さん（女性；30代）で，索多西郷改那西村出身である。調査は 2017
年，雲南省香格里拉市で行った。

2. Gadnagshod方言の音体系概観

ここではまず Gadnagshod方言の音体系全体について，超分節音，母音，子音，音
節構造の順に紹介する。なお，分節音の表記には，鈴木 (2005)，朱曉農 (2010)および
Suzuki (2016)に基づく体系を用い，超分節音の表記には Kitamura (1977)を参考にし
た表記法を用いる。

2.1. 超分節音
Tshawarong 方言の超分節音はピッチの高低による，語を単位とする声調として実
現され，４種が認められる。

¯：高平 ´：上昇 `：下降 ˆ：上昇下降

以上に示した４つの声調の型は，最大２音節まで有効であり，３音節目以降は低平
となる。

2.2. 母音
母音の舌位置による一覧は次のようである。

i 0 W u
e @ 8 o
　 E 　 O

　　 a A

各母音は長短および鼻母音/非鼻母音が弁別的である。母音の長短と鼻母音/非鼻母
音は互いに独立している。

2.3. 子音
子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧3は次のようである。

3 ただし前鼻音にのみ用いる音標文字は除く。
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両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 声門
前 後

閉鎖音 無声有気 ph th úh kh

無声無気 p t ú k P

有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh

無声無気 ts tC
有声 dz dý

摩擦音 無声有気 sh Ch xh

無声無気 s C x h
有声 z ý G H

鼻音 有声 m n ő N

無声 m
˚

n
˚

ő̊ N̊

流音 有声 l r
無声 l

˚半母音 有声 w j

子音連続には主として前鼻音，前気音，わたり音を含むものがある。

2.4. 音節構造
最大の音節構造（分節音の配列）は，鈴木 (2005)を参照して以下のように記述する。

CCiGVCC

このうち Ci（主子音）と V（音節核の母音）が必須であり，CiVを音節の最小構成
とする。
先行子音 C には，前鼻音または前気音が現れる。
わたり音 Gには /w, j/が現れる。
末子音については，/w, j, P, wP, jP/が現れる。

3. Gadnagshod方言の形式と蔵文との対応関係

チベット文語（蔵文）形式と口語形式の対応関係を探ることは，チベット語方言の特
徴を分析する伝統的な手法である（西 1986，江荻 2002，張濟川 2009など参照）。ここ
での記述は，まず口語形式の初頭子音部分と母音＋末子音部分の２種に分け，次に音
節全体にかかわる現象をまとめる。声調に関する議論は割愛する。また，Gadnagshod
方言を特徴づける要素について，適宜他方言の事例との対比を注記する。なお，この
考察の目標は通時的な議論を行うのではなく，方言の特徴づけを行うための指標に基
づいた対応関係を提示することにある。
なお，蔵文は本節における蔵文形式は括弧に入れ，イタリックで示す。チベット文

字の表す音価は格桑居冕・格桑央京 (2004: 379–390)を参照。

3.1. 初頭子音
Gadnagshod方言の初頭子音の形式は，蔵文と比べると単純である。先行研究で注

目されるいくつかの対応関係に着目して述べる。
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3.1.1. 閉鎖・破擦・摩擦音の有声性
閉鎖・破擦・摩擦音について，蔵文で基字に先行する子音がない有声音字 g, j, d, b,

zh, z4およびそれに足字 y, rを伴うものは，Gadnagshod方言の語頭においてそれぞれ
の調音位置の無声音に対応する。同様の基字に頭字もしくは前接字がある場合は，一
律に有声音が対応する。この対応関係は広くカムチベット語にみられる関係と同じで
ある。以下に例を挙げる。

無声音例
´pa HlÕ「黄牛」(ba glang)
´tCjaP pa「強盗」(jag pa)
´tuP「毒」(dug)
´ko: gũ「サフラン」(gur gum)
´tCÕ「壁」(gyang)
´tCa「鶏」(bya)
´sE:「ごはん」(zan)
´xo「ヨーグルト」(zho)

有声音例
´Hba HlOwP「波」(rba rlab)
´Hdýi: po「重い」(ljid pa)
´HduP po「悪い」(sdug po)
¯Hgo「門」(sgo)
´Hdýa riP「漢族」(rgya rigs)
´HýÕ「学ぶ」(sbyang)
´Hz@「瑪瑙」(gzi)
¯HG@「四」(bzhi)

ただし，例外として ´jeP「する」(byed)がある。
蔵文で基字に先行する子音がない有声音字が語中にくる場合，有声音として実現さ

れる例もある。

´tCa「茶」(ja) ´xo: dýa「朝食」(zhogs ja)

摩擦音について，蔵文で基字に先行する子音がない無声音字 s, shには無声有気音
が対応する。先行する子音があれば無声無気音が対応する。以下に例を挙げる。

¯sha「土」(sa)
¯xha「肉」(sha)

¯hse: 「金（きん）」(gser)
´hxẼ mba「肉屋」(bshan pa)

3.1.2. 蔵文 sh, zh対応形式
蔵文 sh, zh 対応形式は 3.1.1 に掲げた例にも示されているが，軟口蓋摩擦音にな

る5。後続母音の舌位置によって当該子音の調音位置が若干異なる。前舌狭母音の直
前では，特に硬口蓋摩擦音 [ç]に近くなるが，条件変異とみなす。以下に例を挙げる。

¯xhO:「鹿」(shwa ba)
`xhiP「しらみ」(shig)

´xiP「壊れる」(zhig)
´xwA:「帽子」(zhwa bo)

4 有声音字としては dzも含まれるが，dzではじまる蔵文形式に対応する口語形式は得られていない。
5 このように繰り返しておくのは，Suzuki et al. (2019)にもあるように，この蔵文対応形式について，カムチベット
語各種方言で異なりが大きいからである。
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3.1.3. 蔵文 c, ch, j対応形式
蔵文 c, ch, j対応形式は 3.1.1に掲げた例にも示されているが，前部硬口蓋破擦音に

なる。以下に例を挙げる。

¯tChW「水」(chu)
´tCa「茶」(ja)
ˆő̊tCh ı̃ mba「肝臓」(mchin pa)

´Hdýi: po「重い」(ljid pa)
¯ődýa「虹」(’ja’)

3.1.4. 蔵文 Py対応形式
蔵文 Pyは，p, ph, bに足字 yを伴う形式を含む対応形式についていう。
Gadnagshod方言の蔵文 Py対応形式は 3.1.1に掲げた例にも示されているが，基本

的に前部硬口蓋破擦音になる。以下に例を挙げる。

´tCa「鶏」(bya)
´tCheP kha「半分」(phyad ka)

¯tChjaP「掃く」(’phyag)
´tC@ HÃ「砂」(bye ma)

ただし，蔵文 spy, sby, dby対応形式は前部硬口蓋摩擦音になる。以下に例をあげる。

¯hCÕ kho「狼」(spyang khu)
´HýÕ「学ぶ」(sbyang)

´Hýa: kha「夏」(dbyar kha)

3.1.5. 蔵文 Ky対応形式
蔵文 Kyは，k, kh, gに足字 yを伴う形式を含む対応形式についていう。
Gadnagshod方言の蔵文 Ky対応形式は，基本的に前部硬口蓋破擦音になる。以下に

例を挙げる。

´Hdýa riP「漢族」(rgya rigs)
´tChEP pa「区別」(khyad par)

`htCı̃: ndzuP「中指」(dkyil mdzub)
´ődýoP pa「速い」(mgyogs pa)

ただし，蔵文 sky対応形式は前部硬口蓋摩擦音になる。たとえば，¯hCu: po「酸っぱ
い」(skyur po)のようである。

3.1.6. 蔵文足字 rを含む組み合わせの対応形式
蔵文足字 r を含む組み合わせには，Pr (=p, ph, b に足字 r を伴う形式を含む対応形
式)，Kr (=k, kh, g に足字 r を伴う形式を含む対応形式)，Tr (=dr, ’dr)，sr などがある
が，蔵文 sr対応形式を除き，基本的にそり舌閉鎖音になる。以下に例を挙げる。

¯húẽ「雲」(sprin)
´úhja: pa「肩」(phrag pa)
´úÕ「胸」(brang)

¯Hãa「牛毛テント」(sbra)
¯ïãuP「龍」(’brug)
¯úhjaP「血」(khrag)
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´úoP ma「蟻」(grog ma)
¯húa「髪」(skra)
¯Hão「羽」(sgro)
´ïã8̃ khÕ「宿屋」(mgron khang)

´ï̊úh@P「導く」(’khrid)
´ú@「尋ねる」(dri)
¯ïã@「鬼」(’dre)

ただし，sbr の組み合わせは前気音を伴うそり舌流音 /Hr/ に対応するものがある。
たとえば，¯Hr0: 「蛇」(sbrul)のようである。
一方，Gadnagshod方言における蔵文 srを含む形式の一般的な対応は前気音を伴う
無声無気歯茎摩擦音である。以下に例を挙げる。

¯hsoP「命」(srog) ¯hsÕ「守る」(srung)

まとめ
3.1.2から 3.1.6に記述した Gadnagshod方言における対応関係を整理すると，以下
のようになる。

蔵文形式 代表的な対応音
c/ch/j

Ky 前部硬口蓋破擦音
Py

ただし spy, sby, dby 前部硬口蓋摩擦音
Kr そり舌閉鎖音
Pr

ただし sbr そり舌流音
sh/zh 軟口蓋摩擦音

以上に示すように，Gadnagshod 方言では，蔵文足字 y を含む形式が蔵文 c/ch/j 系
列と合流し，一方で蔵文足字 rを含む形式が合流することになる6。Gadnagshod方言
の類型を考察するにあたって，Suzuki (2022) の雲南省のカムチベット語について同
様の考察を参照できる。この記述に基づけば，Gadnagshod 方言は sDerong-nJol（得
榮徳欽）方言群と共通点が多いことが分かる。ただし，蔵文 Py対応形式が前部硬口
蓋破擦音となり，c/ch/j対応形式と合流する点は，sDerong-nJol方言とは一致しない。
周辺のカムチベット語諸方言を見ても，蔵文 Py対応形式が前部硬口蓋破擦音となる
方言はほとんど認められない。この点で，Gadnagshod方言を特徴づける音対応とい
うことができる。
一方，蔵文 c/ch/j/sh/zh 対応形式がその調音位置がどのように対応するかも注目で

きる。Gadnagshod 方言では，蔵文 c/ch/j 対応形式では前部硬口蓋となる一方，蔵文
sh/zh 対応形式では軟口蓋となる。雲南のカムチベット語では，蔵文 c/ch/j/sh/zh 対
応形式がいずれもそり舌となる Sems-kyi-nyila（香格里拉）方言群の諸方言があり，
sDerong-nJol方言群は蔵文 c/ch/j対応形式では前部硬口蓋となる方言が多い一方，蔵
文 sh/zh対応形式ではほとんどの方言でそり舌となる。ただし，Gadnagshod方言と地
理的に近い地域で話される gYagrwa（羊拉）方言では，蔵文 sh/zh対応形式で軟口蓋

6 類似の合流は sMarling（江仲）方言に認められるが，カムチベット語の中では少ない類型である。
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となるものもあり，巴塘県の諸方言など南路方言群に属する方言の多くも同様の対応
関係を見せる（格桑居冕 1985，鈴木，友珍 2020）。
さて，ここで注目したいのは，蔵文 sky, spy, sby, sbr対応形式である。Gadnagshod

方言では，これらと他の蔵文 Ky, Py, Pr対応形式が調音方法の面で異なる音対応を見
せるという特徴がある。このうち，前３者については，カムチベット語南路方言群や
北路方言群にも認められる特徴である。一方で，蔵文 sbr対応形式が /Hr/となるのは，
Gadnagshod方言に特徴的な音対応である。

3.1.7. 蔵文 l, lh対応形式
Gadnagshod方言では，蔵文 l, lhは基本的にそれぞれ /l, l

˚
/に対応する。蔵文の基字

と足字 lの結合に関する対応形式は，蔵文 slが /l
˚
/に対応する以外は，基本的に /Hl/に

対応する。以下にまとめて例を挙げる。

´lÃ「道」(lam)
´l0 hpo「体」(lus po)
¯l
˚
a「神仏」(lha)

¯l
˚
a「編む」(sla)

¯HlwA:「肺」(glo ba)
¯HlW「龍神」(klu)
¯Hla「魂」(bla)
¯Hlũ「風」(rlung)

ただし，いくつか例外的な音対応が認められる。以下に例を挙げる。

´ndOP「月」(zla ba) ¯hÃ「靴」(lham)

3.1.8. 蔵文基字 y対応形式
Gadnagshod方言では，蔵文基字 yは基本的に /ý/に対応する7。以下に例を挙げる。

´ý@ g@「文字」(yi ge)
´ýo: po「カラスムギ」(yug po)

´HýA: ma「花椒」(g.yer ma)
¯Hýu: 「下男」(g.yog)

ただし，/j/で対応する例もある。以下に例を挙げる。

´ju: sa「未亡人」(yug za) ´j8̃ dẼ「学問」(yon dan)

まとめ
3.1.7 と 3.1.8 に記述した Gadnagshod 方言における対応関係をまとめる。蔵文 l/y

対応形式を扱ったのは，鈴木 (2021)が議論するように，雲南のカムチベット語をはじ
めカム地域南部の諸方言でさまざまな対応関係を見せるからである。結論から述べる
と，Gadnagshod方言に認められる音対応は gYagrwa方言と酷似するのみで，他の諸
方言とは異なっている。
蔵文 l 対応形式が基本的に /l/ となるのは，チベット系諸言語に広く認められる

対応関係であるが，たとえば周辺で話される sDerong-nJol 方言群の多くの方言では

7 この音対応の類型とその地理的分布については，鈴木 (2021)を参照。
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/j/ に対応する。この対応関係は gYagrwa 方言の一部の語にも認められる。ただし，
Gadnagshod方言では /j/に対応する形式は記録されていない。
これに対し，蔵文 y対応形式が /ý/となるのは，チベット系諸言語において有標で

ある。無標と言うべき音対応は /j/である。ただし，Gadnagshod方言の周辺で話され
るいくつかの方言，たとえば sDerong-nJol方言群や Chaphreng（郷城）方言群（鈴木
2007）の諸方言では，蔵文 y対応形式が /ý/や/z/となるものが認められる。これらの
方言では，通例蔵文 l 対応形式が /j/ となるものが多く，Gadnagshod 方言のように，
蔵文 l対応形式が /l/で蔵文 y対応形式が /ý/という関係は gYagrwa方言以外に認めら
れない（鈴木 2021）。

3.1.9. 蔵文 ny/my対応形式
蔵文 ny/my対応形式は，基本的に前部硬口蓋鼻音となるが，一部の語では歯-歯茎

鼻音 /n/となる。以下に例を挙げる。

前部硬口蓋鼻音の例
´őa「魚」(nya)
¯HőA:「地獄」(dmyal ba)
¯ő̊i Hdý@「かわいそうな」(snying rje)

歯-歯茎鼻音の例
´ne rı̃「親戚」(nye ring)
´no「買う」(nyo)
¯n
˚

8̃「狂う」(smyon)

この対応関係を取り上げるのは，鈴木 (2018)や Suzuki et al. (2022)が指摘するよう
に，芒康県のカムチベット語には当該対応形式が /n/になり，結果 /ő/が音体系に認め
られない方言が存在するからである。 /n/に対応するのはチベット系諸言語として有
標である。Gadnagshod方言では，確かにこの対応形式が /n/となるものがあるが，語
によって /ő/があるため，音体系上前部硬口蓋鼻音が認められる8。

3.1.10. 前鼻音を含む子音連続
Gadnagshod方言の前鼻音を含む子音連続については，前鼻音要素に後続する子音

に無声有気音と有声音の２種が認められる。前鼻音に対応する蔵文の前接字には ’と
mの２種があるが，口語形式では鼻音部と後続子音は常に調音点を同じくする。以下
に例を挙げる。

´mb8P「呼ぶ」(’bod)
¯Ngo「頭」(mgo)
´ndzu: 「指」(mdzub)
´ïão: pa「牧民」(’brog pa)

´N̊khe: 「つむぐ」(’khal)
¯n

˚tha「端」(mtha’)
´n
˚tsh@ Hã「双子」(mtshe ma)

´ï̊úheP ï̊úheP「横の」(’phred ’phred)

8 芒康県内を除いて，Gadnagshod方言の周辺に同様の音対応を見せる方言は見当たらない。一方，芒康県のその他
の方言のように，当該形式が一律 /n/に対応するチベット系言語は散見され，ミャンマーで話される Sangdam方言
（鈴木 2012a）や甘粛省で話される Bragkhoglong 方言（鈴木 2012b）などがある。ただし，いずれの方言の地点も
Gadnagshod方言の分布域から離れている。この点において，Gadnagshod方言は芒康県内の方言との共通の改新を
もつといえる。
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3.2. 蔵文母音字＋後接字の組み合わせの対応形式
蔵文母音字＋後接字の組み合わせに関する基本的な対応関係は，以下のように示す

ことができる9。
V\C # / ’ b d g m n ng r l s

a a AwP / OwP EP / eP jaP / AP Ã Ẽ Ã E: e: E:

i @ iP @P / eP iP @̃ @̃ ı̃ / ẽ i: i:
u W uP 0P uP ũ / õ 0̃ õ u: W: / 0:

e e / @ eP eP eP / jaP ẽ ẽ e: e: e:

o o oP 8P oP õ / Ã 8̃ õ u: 8: 8:

以上のうち，蔵文の後接字 b, d, gを伴う形式に対応する口語形式は声門閉鎖音を伴
い，後接字m, n, ngを伴う形式に対応する口語形式には鼻母音が現れ，後接字 r, l, sを
伴う形式に対応する口語形式には長母音が現れるというのが主たる対応関係である。
母音＋音節末形式の音対応は以上のようにまとめられるが，これは１つの主要な傾

向を示すにとどまる。また，語中と語末で対応関係が異なる場合もあるが，詳細は省
略する。以下に，語末に現れる具体例をあげる。
蔵文開音節形式（#, ’の場合）の音対応例は，以下のようである。

¯húa「髪」(skra)
´nda「矢」(mda’)
´r@「山」(ri)
¯tChW「水」(chu)

¯ne「火」(mye)
´shoP l@「鋸」(sog le)
¯Ngo「頭」(mgo)

蔵文後接字が閉鎖音字（b, d, gの場合）の音対応例は，以下のようである。

´pAwP「落ちる」(babs)
`khOwP「針」(khab)
´teP「ノート」(deb)
¯l
˚
oP　「教える」(slob)

¯hkEP「声」(skad)
¯ő̊tCheP「拭く」(’phyid)
´ï̊úh@P「導く」(’khrid)

´p8P「チベット」(bod)
¯phjaP「ぶた」(phag)
´úAP「岩石」(brag)
¯HmiP「目」(dmig)
¯ïãuP「雷」(’brug)
¯hsoP「命」(srog)

蔵文後接字が鼻音字（m, n, ngの場合）の音対応例は，以下のようである。

´lÃ「道」(lam)
´tÃ「熊」(dom)
¯htCẼ HzẼ「肉食獣」(gcan gzan)
¯m

˚
@̃「熟れる」(smin)

´Hd0̃「七」(bdun)

¯Hn8̃「押さえる」(gnon)
´thÃ「平原」(thang)
¯xh ı̃「薪」(shing)
¯ő̊ẽ「心臓」(snying)
´őõ őõ「少ない」(nyung nyung)

9 行見出しが蔵文形式の母音字，列見出しが蔵文形式の後接字，それ以外の部分が Gadnagshod方言の母音＋音節末
形式である。また，本節内で#は後接字が存在しないことを示す。
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´kwÕ htı̃「屋根」(khang steng)
¯htõ úhjaP「千」(stong phrag)

蔵文後接字がその他の子音字（r, l, sの場合）の音対応例は，以下のようである。

´mE:「バター」(mar)
¯hku: 「送る」(skur)
¯hse: 「金（きん）」(gser)
´N̊khu: 「移動する」(’khor)
´pe: 「羊毛」(bal)
´nda htCi: 「中旬」(zla dkyil)
ˆr0: 「腐る」(rul)

¯HNW:「銀」(dngul)
´miP xhe: 「めがね」(mig shel)
¯N̊kh8: 「沸く」(khol)
´rE:「布」(ras)
¯Hői: 「二」(gnyis)
´hp8:「線香」(spos)

母音＋末子音部分について，方言学の視点から見ると，Gadnagshod方言でもっと
も際立つ特徴は蔵文 ag対応形式である。この形式はほぼ規則的に /jaP/となり，わた
り音 /j/が現れ，かつ母音が前舌の /a/が現れる点に注目できる10。

3.3. 音節を超えて現れる特徴
Gadnagshod方言において，注目すべき音節を超えて現れる特徴には２点ある。そ

れは音節の縮約と語頭の子音における有気音の無気音化である。
音節の縮約については，多くのチベット系諸言語で認められるものであるが，

Gadnagshod方言では縮約を起こす語が比較的多いと考えられる11。
一方で，音節初頭における複音節語に由来する形式の初頭子音について，有気音の

無気音化が観察されることは，明確に地域特徴であることを示している。この現象は
鈴木 (2011)で報告し，鈴木 (2013)で特定の韻律構造による音変化であることを議論
した。また，Suzuki (2017)で，チベット文化圏東部における当該現象の分布地域がカ
ム南部の金沙江流域の諸方言に限られることを明らかにした。

3.3.1. 音節の縮約
Gadnagshod方言では，２音節が縮約し１音節語になっている例が複数認められる。
そのほとんどの例において，縮約後の音節の母音が /O:/ もしくは /A:/ で現れている。
たとえば以下のようである。

´őÃ: / ´őwÃ: 「太陽」(nyi ma)
´tjA:「埃」(thal ba)
¯HlwA:「肺」(glo ba)

´tCwA:「ねずみ」(byi ba)
¯HlO:「キバノロ」(gla ba)
¯kO:「柱」(ka ba)

縮約するかどうかは語ごとに決まっている。ただし，上の「太陽」のように，縮約
時に Gの位置にわたり音が含まれるかどうかにゆれが認められる語がある。
10 Gadnagshod方言の周辺で話される諸方言では，多くが /AP/というように，後舌の /A/が現れ，わたり音も出現し
ない。類似の音対応としては，巴塘県の Sowanang（蘇哇龍）方言などにおける /EP/や /jEP/といった音対応を挙げ
ることができる。母音が前舌の特徴を示すだけでなく，わたり音も現れ，Gadnagshod方言と非常に近い音対応であ
るといえ，おそらくこれらは音変化の過程を表している可能性が高い。蔵文 agの対応形式の中には，強い前舌母音
の性質を伴う形式があり，わたり音も含みうると音対応が一定の地域で発生したということになる。
11 縮約はカム南部の諸方言に広く認められる現象である。このため，この特徴で方言の類型を明らかにすることは
困難である。
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3.3.2. 有気音の無気音化
Gadnagshod方言では，２音節形式に由来する語の一部に，初頭音節の主たる子音

が有気閉鎖・破擦音であるとき，当該音が無声無気音で発音される語がある。これは
縮約した１音節語にも現れる場合がある。

´tÕ tChW「松脂」(thang chu)
¯tCW dõ「井戸」(chu dong)
´kwÕ mba「家」(khang ba)

´tse: mõ「とげ」(tsher ma)
´tjA:「埃」(thal ba)
´kO:「雪」(kha ba)

なお，無気化するかどうかは語ごとに決まっている12。

12 加えて，この現象は方言ごとに有気音の無気音化の規則性における違いが存在することが分かっている。これま
での研究では，この現象が認められる範囲が得榮県までであったが，同様の現象がさらに北の地域の方言にも認め
られるということになる。
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分類語彙 1900

配列は華侃　主編 (2002)に準拠し13，名詞（天文地理，人体，人物，家畜，その他
の動物，植物，食物，衣料装飾，住居，生活用具，その他道具，文化教育，抽象物，位
置方角，時間），数字，数量詞，代名詞，形容詞，動詞の順である。

天文地理

天　　 ¯HnÃ

太陽　 ´őÃ: / ´őwÃ:

光　　 ´w8P

月　　 ´ndOP

星　　 ¯hka: ma
流星　 ¯hka: nda
天気　 ´nÃ hxi:
雲　　 ¯húẽ
雷　　 ¯ïãuP

風　　 ¯Hlũ
雨　　 ¯tCa: ba
虹　　 ¯ődýa
雪　　 ´kO:

雹　　 ¯sh@ Ha
霜　　 ´pa Hõ
露　　 ´se: pa
霧　　 ´ma: hW̃ / ¯m

˚
uP pa

氷　　 ´tCo rõ
火　　 ¯ne
煙　　 ´tO Ha
電気　 ¯HloP

空気　 `HwuP

蒸気　 ¯HlÕ pa
旱魃　 ´thẼ mba
水害　 ¯tChW loP

世界　 ´ndzÃ Hlı̃
地　　 ¯sha
山　　 ´r@
尾根　 ´la
谷　　 ´lũ mba
がけ　 ´kEP pa
岩石　 ´úAP

洞窟　 ´úAP dõ
洞穴　 ´tõ
川　　 ¯tChW

湖　　 ¯n
˚tsho

海　　 ´Hdýa n
˚tsho

渡し場 ´úW kha
貯水池 ¯Hdzı̃
池　　 ¯Hdzı̃
溝　　 ¯hka
井戸　 ¯tCW dõ
杭　　 ´tõ
土手　 ´tCW rjaP

道　　 ´lÃ
平原　 ´thÃ

沼　　 ´nÃ kha
土　　 ¯sha
畑　　 ´sha Gı̃
水田　 ´tChW Gı̃
乾燥地 ´r@ Gı̃
農区　 ´rõ sha
牧区　 ´ïão: pa
半農半牧 ´rõ ma ïãoP

石　　 ¯Hdo
砂　　 ´tC@ HÃ

埃　　 ´tjA:

泥　　 ´ndÃ mbjaP

水　　 ¯tChW

波　　 ´Hba HlOwP

泉　　 ´tCW Ngo
温泉　 ´tsha: tChW

森　　 ´nja: r@
草地　 ¯hpÕ

13 ただし一部個別例について補足したものも含む。
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鉱石　 ¯hte: Hdo / ¯htejP
金　　 ¯hse:

銀　　 ¯HNW:

銅　　 ´rjaP

鉄　　 ¯htCjaP

ダイヤ ¯Hdo pha lÃ
鉛　　 ´xa n@

さび　 ¯htsa
アルミ ¯ha jÕ
瑪瑙　 ´Hz@

黄銅　 ´rjaP

鋼　　 ¯úho
煤　　 ´sh8: / ´Hdo sh8:

炭　　 ´sh8 Ha
磁石　 ¯Hdo khOP lẽ
場所　 ´sha HnE:

長江　 ´ïã@ tChW

黄河　 ¯Hma tChW

ラサ　 ¯l
˚
a sha

ユー　 ¯Hw0: htsÃ

カム　 ¯khÃ

アムド ¯Pa ndo
ポタラ宮 ¯pu ta la
クンブム ¯hkW mũ
ラプラン ´Hla ãÕ

西寧　 ´s@ lı̃
町　　 ´úõ tChe:

通り　 ´hsÃ lÃ / ´Hdýa r0P

村　　 ´úõ tsho
橋　　 ´ndzÃ mba
人家　 ´tW kha
故郷　 ´pha j0:

人体

体　　 ´l0 hpo
頭　　 ¯Ngo
髪　　 ¯húa
お下げ ¯húa r@ ´rE: pa
額　　 ´th8: pa
眉毛　 ¯Hmi: hpW

睫毛　 ´Hdz@ ma
目　　 ¯HmiP
鼻　　 ¯n

˚
a

鼻の穴 `n
˚

a khũ
耳　　 ¯Hna
顔　　 ´kha őa
ほほ　 ´ïãÃ mba
口　　 ¯kha
唇　　 ´ő̊tCW khõ
あごひげ ´kha hpW

もみあげ `Hdýa / ´Hdýa wo
あご　 ´mE: n@

首　　 ¯hk@

肩　　 ´úhja: pa
背　　 ´HgE: pa
脇　　 ´ï̊úhẼ khõ
胸　　 ´úÕ

乳房　 ´nwÃ:

乳　　 ´HwÃ:

腹　　 ¯htwA:

へそ　 ¯ht0:

腰　　 ¯hke: pa
尻　　 ¯htC@ Ngo
太もも `Hla
ひざ　 ˆp0: mo
下腿　 ´őa
足　　 `hkwÃ mba
腕　　 `hpũ mba
ひじ　 ˆúW tshu
手　　 ´ljaP ka
腕　　 ˆlja: tshiP
指　　 ´ndzu:

手のひら ´lja n
˚thi:

親指　 ´n
˚the mõ

中指　 `htCı̃: ndzuP

小指　 ´ndzuP tChũ
爪　　 ´she: mo
指紋　 ¯n

˚
tsho

拳　　 ¯ku tshuP

男性器 ´ődýe
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女性器 `htu
胎盤　 ´pW roP

皮膚　 ¯xha hpjaP

しわ　 ´ú0:

あざ　 ¯m
˚

ja:

傷　　 ¯Hma
傷口　 ¯Hma kha
しみ　 ¯Hma Hdýi:
血　　 ¯úhjaP

筋肉　 ´Hdý0: pa
脈　　 ¯htsa
脳　　 `HlE: pa
骨　　 ´r0: pa
脊椎　 ´HgE: tshiP
肋骨　 ¯hts@ Hã
関節　 ¯tshiP
骨髄　 ¯hkÕ

歯　　 ¯sho
犬歯　 ¯ő̊tChja:

舌　　 ¯htC@ l@
口蓋　 ¯hkẼ

喉　　 ˆmı̃ pa
肺　　 ¯HlwA:

心臓　 ¯ő̊ẽ
肝臓　 ˆő̊tCh ı̃ mba
脾臓　 ´n

˚tshe: ba
腎臓　 ´HgE: lW
胆嚢　 ´ï̊úhe: pa
胃　　 ¯pho wa
腸　　 ´HdýwÃ:

恥骨　 ¯htC@ Ngo
膀胱　 ¯pu shu
大便　 `htCjaP ka
小便　 ¯htC@̃

屁　　 ¯tChẼ

汗　　 `HNW̃ tChW

痰　　 ¯kha l0P / ´HgE: l0P

つば　 `kha tChW

鼻水　 ¯n
˚

ÃP

涙　　 ¯HmiP tChW

膿　　 `HnjaP

声　　 ¯hkEP

死体　 ´ro
命　　 ¯hsoP

寿命　 ¯tsh@

人物

人　　 ´m@

人民　 ´m@ HmÃ

平民　 ´m@ she:

チベット人　´p8: riP
漢族　 ´Hdýa riP
蒙古族 ˆshoP po
回族　 ˆkha tCh@

半漢半蔵 ´Hdýa ma ´p8P

外国人 ¯Ch@ HdýE: wa
大人　 ´shÃ Hý0:

子供　 ´úu:

赤ん坊 ´úu: ¯Hma: kE

老人　 ´m@ HgẼ

老婦人 ´HgẼ mo
男　　 ´hCe: pa
女　　 ˆpõ: n@ tCa

男女　 ´hCe: ´põ:

少年　 ´pho hsE:

少女　 ´mo hsE: / ´põ:

公務員 ´lE: tCeP

専門家 ´N̊khE: pa
商人　 ´n

˚tshõ mba
医者　 ´m

˚
Ẽ mba

農民　 ´xı̃ mba
軍人　 ¯HmjaP m@

牧民　 ´ïão: pa
牧人　 ¯Hdzu:

大工　 `xh ı̃ Hzo
鍛冶屋 ¯NgO:

船大工 ´úW pa
狩人　 ¯HN8̃ mba
料理人 ´ma dýẼ
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英雄　 ¯hpa wo
女英雄 ¯hpa mo
独身　 ´m@ htCÕ

翻訳家 ¯hkEP Hdýu:

代表　 ¯tshAwP

こじき ¯hÕ HzẼ / ¯húÕ mbo
泥棒　 `hkW ma
強盗　 ´tCjaP pa
病人　 ´nEP pa
仇　　 ´Hãa
王　　 ´Hdýa Hbo
皇帝　 ´kõ ma
官　　 ¯hp8̃

首領　 ¯Ngo pa
友人　 ´ru:

お供　 ´ïão ru:

教師　 ´Hgẽ
仕立て屋 ¯tshẽ Hzu:

靴屋　 `hÃ Hzu ji
石屋　 `Hdo Hzu ji
肉屋　 ´hxẼ mba
俗人　 ´m@ hCa
四肢障害者　¯hkÕ tCoP

盲人　 `HmiP lõ / ´lõ wa
聾唖者 ´H8̃ mba / ¯Hna H8̃

禿げの人 ¯Ngo HmE:

あばたのある人　´mba tshaP

猫背の人 ´HgW: gW

ばか者 ¯hkuP pa
口唇裂 `kha xho
狂人　 `n

˚
õ mba

どもる人 `kha HdiP
口の利けない人　ˆla lo
主人　 ˆHdA: po
客　　 ˆïã8̃ mba

知り合い ´No xhe:

知らない人　´m@ Hdý0: me / ´m@ tCha: me
下男　 ¯Hýu:

下女　 ¯Hýu: mo
祖先　 ´pha me:

祖父　 `P@̃ ne
祖母　 ´Pa ji:
父　　 ¯pha
母　　 ´ma
両親　 ´pha ma
息子　 ´pW

息子の嫁 ¯Hna ma
娘　　 ´põ:

娘婿　 ´pW thÕ

孫息子 ´tsha wo
孫娘　 ´tsha mo
兄　　 ´da da
姉　　 ´nẽ Nga
父の兄 ´Pa khW

父の弟 ´Pa khW

甥　　 ´tsha wo
兄弟　 ´pW hp0̃

姉妹　 ´põ hp0̃

母の兄弟 ´xÕ mbo
父の姉妹 ¯Pa n@

家族　 ´nÕ m@

親戚　 ´ne rı̃
夫　　 ´hCe: pa
妻　　 ´ndE: ýÃ

継母　 ´ő̊tCho ma
未亡人 ´ju: sa
子なしの女性　´rO: tChEP

双子　 ´n
˚tsh@ Hã

私生児 ´tCi ruP

孤児　 ´ta úhuP

家畜

家畜　 ´khE: ma
牛　　 ´soP

黄牛　 ´pa HlÕ
水牛　 ´ma he

ヤク　 ¯HjaP

めすヤク `ïã@

子なしのめすヤク　´tCa ma
ゾ（ヤクと牛の交配種のおす）　`ndzo
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めすゾ ¯ndzõ:

子牛　 ´pi:
乳牛　 ¯HG8̃ ma
湿牛糞 ¯htC@ wa / ¯htCwa:

角　　 ´ro wo
ひづめ `Hmi: pa
皮　　 ¯hpja:

毛　　 `hpW

毛の色 ¯hpW kha
尾　　 ¯HNã:

馬　　 `hta
子馬　 ¯ht0:

おす馬 `hta pho
めす馬 ´Hg8P ma
馬糞　 `hta l0P

羊　　 ´ra luP

綿羊　 ´luP / ¯luP

山羊　 ´ra
羊毛　 ´pe:

羊糞　 ˆra ht0P

騾馬　 ´ú0:

ロバ　 ¯tCo:

らくだ ¯HNa mõ
ぶた　 ¯phjaP

めすぶた ´mo phjaP

おすぶた ´pho phjaP

子ぶた ´pe ruP

ぶた糞 ´phjaP l0P

犬　　 ¯tC@

めす犬 `tC@ mo
猟犬　 `xha tC@

犬糞　 ˆtCe htCjaP

猫　　 ¯l@ l@
うさぎ ´rõ:

鶏　　 ´tCa
おんどり ´tCa ho
めんどり ´tCa Hõ
ひよこ ´tC0 ruP

翼　　 ´hxoP pa
羽　　 ¯Hão
鶏糞　 ´tCa htCjaP

鴨　　 ´tChW dýa / ´NÕ pa
がちょう ´NÕ pa
鳩　　 ´p0 r8̃

その他の動物

草食獣 ´r@ djaP

肉食獣 ¯htCẼ HzẼ

虎　　 ¯htjaP

獅子　 ¯sh@̃ Ng@

龍　　 ¯ïãuP

爪　　 ´shẽ mo
猿　　 `hú0: Pa g@

象　　 `HlÕ mbo tChẽ
野牛　 ¯ïãũ
豹　　 ´HziP
熊/パンダ ´tÃ
ヒグマ ´úeP mõ / ´tÃ úeP

いのしし ´phjaP Hg8P

鹿　　 ¯xhO:

黄羊　 ´Hgo wa
キバノロ ¯HlO:

麝香　 ¯Hla: hts@

野ロバ ¯htCÕ

かわうそ ¯hsÃ

ヤマアラシ　´phjaP Hg8P

ハリネズミ　´HgÕ

ねずみ ´tCwA:

土ねずみ ´Ho ra
ねずみ糞 ´tC@ htuP

狼　　 ¯hCÕ kho
狐　　 ´wa
山猫　 ´Hý@

鳥　　 ´tCa / ´tC0:

鳥の巣 ´tC0: tshÕ

鳥糞　 ´tCa htCjaP

鷹　　 ¯Hg8P

とんび ¯úha
はやぶさ ¯hl

˚
jaP

ハゲタカ ¯Hg8P
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ふくろう ´Hu: ka
ツバメ ¯htCÃ ka
野生の雁 ´NÕ pa
カササギ ¯hCa Nga
からす ˆtCa roP

めじろ ´re dýa
鸚鵡　 ´ne ts@

啄木鳥 ¯xh ı̃ htAP k@ m@

カッコウ ´ku ku / ´khW ýuP

孔雀　 ´HmÕ dýa / ´HmO ja
亀　　 ´r0: b8P

蛇　　 ¯Hr0:

蛙　　 ´HbjA:

魚　　 ´őa
虫　　 ¯mbW

カメムシ ´ïã@ xhiP

蚤　　 ´HdýwA:

しらみ `xhiP
ハエ　 ¯HrO: njaP

アブ　 ¯htCaP mbW / ¯xha mbW

蚊　　 ¯mbW lũ
蜘蛛　 ´Hdýa ´ka ra
蜘蛛の糸 ´ka tshÕ

ムカデ ´tõ dõ wa
ミミズ ´mbW mE:

蟻　　 ´úoP ma / ´Hdýa Hãõ úoP ma
蟻塚　 ´Hãõ tshÕ

ミツバチ ¯HrÕ mbW

とんぼ ¯Hla ma ma ne
蝶　　 ¯Hgo xhW tCiP leP

さそり ´HdiP pa ra dza

植物

木　　 ¯xh ı̃ Hdõ
枝　　 ¯xh ı̃ ljaP

苗　　 ´xh ı̃ úhuP

幹　　 ´xh ı̃ Hdõ
根　　 ´htsa wa
葉　　 ´lwÃ:

花　　 ´m@ HdoP

芯　　 ´nÕ niP
柳　　 ´HdýhtCÕ / ´htCÕ ma
柏　　 ´xhuP pa
松　　 ´Hã8̃ xh ı̃
松脂　 ´tÕ tChW

茶の木 ´tCa xh ı̃
栴檀　 ¯tsẼ dẼ

竹　　 ˆ̊őjã:

とげ　 ´tse: mõ
果物　 ´xh ı̃ toP

桃　　 ´khÃ mbW

梨　　 ´le
柿　　 ¯Pa: m@ ´ïãE: bW

ぶどう ´HgW̃:

はすの花 ¯pE: ma
冬虫夏草 ¯mbW

サフラン ´ko: gũ
サトウキビ　´pW rÃ xh ı̃
胡桃　 ¯hta: ga / ¯hta:

穀物　 ´lo toP

食料　 ¯ïãW riP
米　　 ¯ïãE:

種　　 ´sh8̃:

穂　　 ¯n
˚tho Hã

稲　　 ´ïãE: shoP

玄米　 ´ïãW la
小麦　 ´úo
大麦　 ´sh8 Ha
カラスムギ　´ýo: po
青禾果（裸麦の一種）　´nE:

麦の殻 ´mwa dýa
とうもろこし　´ta mboP

綿　　 ´hsẼ mbe:

大麻　 ´sha ma ra dza
野菜　 ´̊Nõ tshE:

大根　 ´lW Hu
唐辛子 ´Hdýa Hg8P

たまねぎ ¯tsõ
にんにく ´Hgo wa
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しょうが ¯htCa ga
白菜　 ´ndo rE
ジャガイモ　`sha g@ őa
食用種子 ¯kwa
豆　　 ¯hsẼ ma
大豆　 ¯hsẼ ma ´she: she:

蚕豆　 ´Hdýa hsẼ

えんどう ¯hsẼ ma
落花生 `sha hta ga
ゴマ　 ¯tiP
草　　 ¯htsa
きのこ ´p@ xha
人参果 ´úo wã
ひまわり ˆőÃ: m@ HdoP

食物

ごはん ´sẼ / ´sE:

粥　　 ¯ïãE: thuP

小麦粉 ´ú0 htsÃ

豆粉　 ¯hsẼ htsÃ

モモ（ぎょうざの一種）　´moP moP / `hsẼ
hpoP

麺　　 ´t0P pa
蒸しパン ¯po: ts@

餃子　 ¯tCo: ts@

朝食　 ´xo: dýa
昼食　 ´őı̃ tCheP tCa
夕食　 ´Hgũ
ミルクティー　´Ho dýa
肉　　 ¯xha
赤身　 ¯xha ˆn

˚
jaP tu

油　　 ¯ő̊õ
植物油 ¯n

˚
õ

脂肪油 ¯tsh8:

バター ´mE:

脱脂粉乳 ´tO:

ヨーグルト　´xo
チーズ ´tChwA:

初乳　 ´Ho hú@

チーズケーキ　¯th0P

ツァンパ（炒った大麦の粉末）　´htsÃ mba
牛肉　 ´n8̃ xha
ソーセージ　´nÕ úhoP

塩　　 ¯tsha
砂糖　 ´pW rÃ
氷砂糖 `xhe: pW rÃ
酢　　 ¯tshu
花椒　 ´HýA: ma
卵　　 ´Hgu őa
スープ ¯thÃ / ¯khjA:

酒　　 ´Pa rjaP

湯　　 ´tChW kh8:

茶　　 ´tCa
タバコ ´tO wa
薬　　 ¯m

˚
Ẽ

ぶたの餌 ´phjaP wu
馬の餌 ¯hta tChi:
鼻タバコ ¯n

˚
a da

酒かす ´HbO wã
豆粉麺 ´ph ı̃

衣料装飾

糸　　 ¯hkoP pa
布　　 ´rE:

絹　　 ´tE: hkW:

サテン ´k8: tChẽ
プル（分厚い生地の民族衣装）　¯hpW

úhuP

コート ´rE: g8:

袈裟　 ´HzẼ

衣服　 ´k8:

チュバ（長い袖の民族衣装）　´p8: tChi
襟　　 ´lı̃ dz@

袖　　 ´phW ndOP
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ボタン ´Hão Hão
ズボン ¯xha mbW

スカート ¯m
˚

EP HjoP

スカーフ ´Ngo hú@ / ´Ngo rE:

帽子　 ´xwA:

ベルト ¯hke rjaP

股引　 ´őa hú@

靴下　 ´wa ts@

靴　　 ¯hÃ

ブーツ ´ýi hta ´ýo rı̃
シャツ ´tsh8̃:

起毛ジャケット　´pja: tshaP

ハンカチ ´ljaP rE: / ´ljaP ChiP

櫛　　 ´shõ:

カーテン ¯rE: ýu:

装身具 ´HdýẼ tCha
宝石　 ´no: bW / ´rı̃ mbo tChe
珊瑚　 ´tCW rW
トルコ石 ¯HýW

真珠　 ´mW tiP
象牙　 ´pa sho
琥珀　 ¯hp8: xhe:

イヤリング　¯Hga: mo
ネックレス　¯hk@ hú0:

指輪　 ´ndzW hú0:

ブレスレット　´Hde:

住居

枕　　 ¯ő̊e Ngo
布団　 ¯htsa HdẼ

座布団 ¯HdẼ

家　　 ´kwÕ mba
屋根　 ´kwÕ htı̃
宿屋　 ´ïã8̃ khÕ

土台　 ¯htsiP HdẼ

キッチン ´thO: tshÕ / ´tCa khÕ

階層建築 ´kwÕ mba `ht8: ts@ tCẼ

階上　 ´kwÕ htı̃
階下　 ´kwÕ GOP

倉庫　 ´pÕ ndz8P / ¯ndz8P

牛小屋 ´pa khÕ

ぶた小屋 ´phjaP khÕ / ´phjaP tshÕ

馬小屋 ¯hta ra
羊小屋 ´luP ra
鳥小屋 ´tCa tshÕ

レンガ ¯sha phjaP

瓦　　 ¯wa
壁　　 ´tCÕ

丸太　 ¯xh ı̃
板　　 ˆxh ı̃ leP

柱　　 ¯kO:

門　　 ¯Hgo
閂　　 ´Hgo thẽ
玄関　 ´HdýE: Hgo
窓　　 ¯kÃ

階段　 ¯hkE:

梁　　 ´Hdo Hã
たる木 ¯htCÃ / ¯htCÃ htı̃
ステップ ´Hdo hkE:

テント ´ku:

牛毛テント　¯Hãa
竹垣　 ´Hgo ra
庭　　 ´Hdõ ra
トイレ ¯hsÃ hC8P

生活用具

もの　 ´sh@ ra
テーブル ´tCo: ts@

いす　 ´hkuP htCjaP

ベッド ´őE: úh@

箱　　 ´HgÃ

キャビネット　´n
˚thẽ HgÃ

入れ物 ´HgÃ őõ
石鹸　 ´tjaP tCeP
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芳香石鹸 ´tjaP tCeP

ガラス ¯xhe Hgo
鏡　　 ¯xhe Hgo
箒　　 ¯tChjaP ma
明かり ¯HloP

蝋燭　 ´lO úu
薪　　 ¯xh ı̃
炭　　 ´sh8 Ha
火打石 ´ne Hdo
火箸　 ´ne htCjaP

マッチ ´ne xh ı̃ / ¯htsa úAP

線香　 ´hp8:

ごみ　 ´kEP ő̊iP / ´tCh ı̃ l0P

染料　 ¯tsh8:

かまど ´thOP kha / ´tha kha
鉄なべ ¯úho
フライパン　`úho thi:
ふた　 ´kO leP

ナイフ ´ú@
柄杓　 ´hCoP

スプーン ´kOw Hd@P

しゃもじ ´hCoP / `Hdza ro
木製椀 ¯xh ı̃ ph8:

ボウル ´xo wu / ¯hka ji:
皿　　 ´the: ba
箸　　 ¯kha th0:

瓶　　 ´xhe: dÃ

ポット ´HdzÃ:

甕　　 ´HdzÃ:

壷　　 ´mbe khÃ

茶漉し ´tCa htCjaP

魔法瓶 ´tCa dÃ / ´tsha dÃ

水がめ ´tChW Hdzi:
バケツ ¯tChW thõ
木製盆 ´HGõ mba
臼　　 ´HgoP ht0̃
杵　　 ´Hdo ht0̃
背負いかご　¯sho:

三脚　 ¯hkwÃ shõ

ふいご ¯hpuP

吊りベルト　´tCa lũ
秤　　 ´tCı̃ / ´Hdýa ma
升　　 ¯úh@

お金　 ¯HNW:

資金　 ´ma htsa
利息　 ¯khW

商品　 ´tshõ zoP

定規　 ´úh@ hts@

針　　 `khOwP

錐　　 `mbuP sha
釘　　 ˆndze: r@
はさみ ˆtCÃ ndz@

はしご ¯hkE:

傘　　 ˆőe HduP / ˆtCa: HduP

鎖　　 ¯khuP / ´Hgo khuP

鍵　　 ´Hde mi:
車輪　 ´N̊kho lo
棒　　 ´HýuP pa / ´pE Hga
鞍　　 ¯hta Hga
馬籠頭 ´n

˚th0̃ Ngo
馬腹帯 ¯Hlo
馬嚼子 `hsOwP

あぶみ ´ýoP

蹄鉄　 ´Hme: htCjaP

たづな `hsOwP

鞭　　 ¯hta htCjaP / ¯mba htCjaP

くびき ¯Hna xh ı̃
牛の鼻輪 ¯n

˚
a htCW

ピンセット　ˆődýO: ts@

糊　　 ¯hCo ma
めがね ´miP xhe:

印鑑　 ´the: ts@

牛皮縄 ´tCa lũ
船　　 ´úW
電車　 ´xo úhe / ´m@ N̊kho:

飛行機 ¯HnÃ úW

自転車 ¯htCjaP hta
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その他道具

道具　 ´ljaP tCha
斧　　 ´hta r@
金槌　 ´tho Ha
のみ　 ´mbW lẽ
鋸　　 ´shoP l@
やすり ´sho: HdE:

かんな ´mbW lẽ
墨斗　 ´thiP tChi:
のり　 ´HdýE: sha / ´tCo
スコップ ¯htCjaP khẽ
鍬　　 ´thõ mba
鉄の鍬 ´thõ htCjaP

鋤　　 ¯ődýu:

皮の袋 ´HãwA:

ガソリン ¯HlÃ ő̊õ
ディーゼル　´úhaj ju / ¯n

˚
õ

機械用油 ¯n
˚

õ
かつぎ棒 ´úhjaP xh ı̃
くさび ´xh ı̃ ndze:

縄　　 ´tjA:

肥料　 ´l0: HdzE:

鎌　　 ´so: ra
碾き臼 ´tChW khu:

織機　 ´n
˚thjaP úh@

包丁　 ´hta r@
投石器 ´Hu: Hdo
ほら貝 ´tõ gE:

矛　　 ¯ndũ
的　　 ´mbẽ
鞘　　 ´ú@ xhuP

銃　　 ´ői nda / ´po:

弾　　 ´nde la
弓　　 ´HGW

矢　　 ´nda
わな　 ´Hdýa
火薬　 ´n

˚
e Hdzi:

毒　　 ´tuP

網　　 ´lo ãa
磨き粉 ´ljaP khu:

機械　 ´ï̊úh0: tChjaP

贈り物 ´ljaP htjaP

ノート ´hp@ Ho / ´teP

キルト ´őE: g8:

マットレス　´őE: HdẼ / ¯HdẼ

賞品　 ¯Ha htjaP / ´tCa Hga

文化教育

文字　 ´ý@ g@

手紙　 ´ý@ g@

字母　 ´hs@: CeP

絵　　 ´r@ mo
本　　 ´hp@ Ho
紙　　 ¯xhoP

ペン　 ´ïã@ th0:

インク ¯n
˚

jaP tsa
学校　 ´l

˚
oP úa

学問　 ´j8̃ dẼ

話　　 ¯hkEP tCha
チベット語　´p8P hkEP

チベット文語　´p8P ýiP

名前　 ´m@̃

姓　　 ´m@̃

記号　 ¯htjaP

新聞　 ¯tsha: hpE:

ニュース ¯hsa ődýo: / ¯Hda
物語　 ¯Hna Hãũ
伝記　 ¯Hãũ
ことわざ ¯htÃ hpe
笑い話 ´ka tshE:

なぞなぞ ´kOw tshiP
歌　　 ´HGE:

民謡　 ´la HGE:

踊り　 ´úo ő̊tChÃ
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将棋　 ´miP mÃ

さいころ ¯xho
太鼓　 ¯HNa
どら　 ´N̊kha: HNa
シンバル ´HbuP tChE:

ベル　 ¯tCõ
竹笛　 ¯Hlı̃ mbW

笛　　 ¯Hlı̃ mbW

鈴　　 ´úe: bW

ラッパ ¯Hdýa Hlı̃
映画　 ¯Hlo: őẼ

タンカ（チベット仏画）　´thÕ kha
お面　 ´mbjaP

宗教　 ¯tCh8: luP

宗派　 ´úuP n
˚tha

信仰　 ´tEP pa
神仏　 ¯l

˚
a

女神　 ¯l
˚
a mo

鬼　　 ¯ïã@

女鬼　 ´ïã@ mo
悪魔　 ¯Hd0P

龍神　 ¯HlW
仏陀　 ´shÃ Hdýe:

霊魂　 ¯HnÃ xhe:

魂　　 ¯Hla
円寂　 ¯hxeP / `hkW hxeP

天堂　 ¯l
˚
a j0:

来世　 ¯tsh@ ´tCh@ ma
輪廻　 ¯N̊kho: wa
運　　 ¯hs8: Hd@

縁　　 ´lE:

善行　 ´Hg@ wa
凶兆　 ¯htE: NẼ

ラマ　 ¯Hla ma
活仏　 ´hú0: hkW

僧院長 ´N̊khẼ mbo
僧侶　 ´úA:

尼　　 ´tCo mo
ボン教 ´p8̃ mbo

管家　 ¯Hőe: mba
還俗僧 ´úa loP

施主　 ´Hýı̃ HdaP

茶の寄付 ´mÃ dýa
魔術師 ´PÃ ő̊tCh8P

占い師 ´mo ba
地獄　 ¯HőA:

閻魔　 ¯hxẽ Hdý@ / ¯Pa khW tCh8: HdýE:

寺　　 ´l
˚
a khÕ / ´Hg8̃ mba

経堂　 ´l
˚
a khÕ / ´ndW khÕ

経院　 ´úa tshÕ

護法神殿 ´Ng8̃ khÕ

静修室 ´n
˚tshÃ khÕ

六字真言 ´ma n@

燃灯祭 ¯HNwÃ ő̊tCh8P

焼香　 ¯hsÕ

宝の甕 ´põ mba
白塔　 ´ő̊tCh8: tẽ
火葬　 ´ne l@ `hsE: Ha
天葬　 ´tCa ht8̃
施食　 ¯hto: ma
曼陀羅 ¯htCi: N̊kho:

マニ石 ´lOw tse
墓　　 ´tu úh@

仏像　 ¯hkW ïãa
バター灯 ¯ő̊tCh8P m@

カタ（祝福を表すスカーフ）　¯kha daP

護身符箱 ´Hg@ Hu
いけにえの動物　´tsh@ thE:

生命樹 ´Hg@ HNwa / ´Hla xh ı̃
呪文　 ¯ő̊jaP

お経　 ¯tCh8:

数珠　 ´úhe Hã
仏像彫刻家　¯l

˚
a Hzo

金剛　 ´Hde Hd0P

天蓋　 ´HdýE n
˚tshẼ

マニ車 ´ma n@ `N̊kho: lo
布施　 ´Hýı̃ mba
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抽象物

中国　 ´úõ go
地位　 ´ko sha
権力　 ¯HwÕ tCha
生活　 ´n

˚tsho wa
給料　 ´phoP

分け前 ´hkE Ha
工場　 ´Hzu ãa
市場　 ´n

˚tshõ ra
税金　 ´úhjE:

優待　 ´phẼ thoP

用途　 ¯hC8P Hgo
原因　 ´HdýW n

˚tshẼ

答え　 ´lẼ
飢饉　 ´mW Hge
苦しみ ´HduP N̊E:

間違い ´n8: ï̊úh0:

危険　 ´őE: kha
区別　 ´tChEP pa
空間　 ´pa: tshÃ

吉祥　 ¯húa xhi:
感謝　 `kha úo
裂け目 ´kE: hsuP

痕跡　 ´Hdýi:
沈殿物 ¯ő̊iP ma
影　　 ´úiP njaP

色　　 ´tsh8: ndoP

夢　　 ¯Hm@ lÃ
精神　 ¯Hlo
考え　 ¯hsÃ tsh0:

外見　 `Hzu hta
事情　 ´lE: ka
方法　 `thAw xhi:
性格　 ´HdýW HdjaP

力　　 ¯xhuP / ¯xheP

命令　 `hka
監獄　 ´hts8̃ khÕ

うわさ `kha ï̊úhuP

罪　　 ´őe: ba
契約　 ´kẼ Hdýa
裏地　 ´nÕ xha
歯磨き粉 ´sho m

˚
Ẽ

裸足　 ´hkwÕ Hdýẽ
引き出し ´n

˚thẽ HgÃ

武器　 ´n
˚tsh8̃ tCha

勝利　 ´HdýE: kha
国家　 ´HdýE: khOwP

経験　 ´őÃ őõ
会議　 ´khE: xu / ´tshoP ndW

距離　 ´pa: thjaP

歩行　 ¯hkwÕ thÕ

位置方角

方向　 ¯tChoP

東　　 ¯xhE:

南　　 ¯l
˚
o

西　　 ´nõP

北　　 ´CÕ

中間　 ¯htC0P khE / ¯htC0P

そば　 ´su:

左　　 ´Hýi:
右　　 ´úÕ
前　　 ¯̊N8̃ tChoP

後　　 ´HdýAw tChoP

外側　 ¯tCh@

内側　 ´nÕ

隅　　 ´su:

先端　 ¯hts@ mo
周り　 ´thA: khuP

近所　 ˆs0: ra
境界線 ´sha n

˚tshÃ

頂上　 `hts@ la
上側　 ¯ht8P

下側　 ´m
˚

EP

上　　 ¯HgÕ
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下　　 ´x@ wu
下の方 ´x@ wu
高いところ　¯htı̃
上のほう ´N8:

ふもと ´la htsa / ¯htso
以上　 ´ýE: tC8P

以下　 ´mẼ tC8P

上へ　 ´ýE:

下へ　 ´mE:

上半身 ´khõ ht8P

下半身 ´khõ m
˚

EP

端　　 ¯n
˚tha

底　　 ´x@ wu

時間

時間　 ´t0: tsh8P

今日　 ´Pa rı̃
昨日　 ˆkE: htshÃ

おととい ´kE: htsÃ kẼ mbEP

さきおととい　´kE: HGi: n@ mbEP

明日　 ´n@ mbEP

あさって ¯HnÕ n@

しあさって　´HGi: n@

今晩　 ´Pa nũP

明日の晩 ¯shÕ nũP

昨日の晩 ¯ndo shõ
昼間　 ´nõ Hgõ
朝　　 ´xoP pa
正午　 ´őı̃ tCheP

夜　　 ´n
˚tshẼ ri

夜中　 `n
˚tshẼ

真夜中 ´n
˚tshẼ ´nÃ tCheP

えと　 ´lo htjaP

（以下，十二支の名称）ね　´tCwA:

うし　 ¯HlÕ
とら　 ¯htjaP

う　　 ´ý8:

たつ　 ¯ïãuP

み　　 ¯Hã0:

うま　 ¯hta
ひつじ ´luP

さる　 ¯hú0:

とり　 ´tCa
いぬ　 ¯tC@

ぶた　 ¯phjaP

日　　 ´tshe: pa
１日　 ´tshe: pa `htCiP

２日　 ´tshe: pa ¯Hői:
月　　 ´ndO:

午前　 ´xoP pa
午後　 ¯m

˚
jaP

１月　 ´ndO: ´tÃ mbo
２月　 ´ndO: ¯Hői: pa
12月　 ´ndO: ¯htCo: ői: pa
上旬　 ´tshe: Ngo
中旬　 ´nda htCi:
下旬　 ´nda ődýuP

誕生日 ¯hCe: tshe:

年　　 ´lo
年齢　 ´lo
最近　 ´Pa shõ
今年　 ´Pa lo
去年　 ´na nı̃
おとどし ¯HGi nı̃ lo
来年　 ´pa lÃ
再来年 ´pa lÃ HG@

以前　 ´̊Na ma
昔　　 ¯Hna ¯̊Na: mo
今　　 ´Pa tshõ / ´ta hta
未来　 ´ma Hõ pa
はじめ `Ngo htsuP

月曜日 ´Hza ´nda wa
火曜日 ´Nza ´mi: mã
春　　 ´htC@P ka
夏　　 ´Hýa: kha
秋　　 ¯ht8̃ kha
冬　　 ´Hg0̃ kha
新年　 ´lo hsE:

閏月　 ´nda l
˚
jaP
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冬至　 ¯Hg0̃ ő@ HdoP

夏至　 ¯Hýa: ő@ HdoP

日食　 ´ő@ ndzı̃

月食　 ´nda ndzı̃
祭り　 ´t0: tChẽ

数字

一　　 `htCiP
二　　 ¯Hői:
三　　 ¯hsÃ

四　　 ¯HG@

五　　 ¯HNwa
六　　 ´úuP

七　　 ´Hd0̃

八　　 ´HdýEP

九　　 `HgW

十　　 ¯htCW

十一　 `htCW htCiP
十二　 ¯htCo: Hői:
十三　 ¯htC0P hsÃ

十四　 ¯htC0: HG@

十五　 ¯htCE: HNa
十六　 ¯htCW HãuP

十七　 ¯htCo: Hd8̃

十八　 ¯htCo: HdýEP

十九　 ¯htCW HgW

二十　 ´ő@ xhW

二十一 ´ő@ xhW `htsa: htCiP
二十八 ´ő@ xhW ¯htsa: HdýEP

三十　 ´shõ tCW

三十二 ´shõ tCW ¯sho: Hői:
三十八 ´shõ tCW ¯sho: HdýEP

四十　 ´HGe: htCW

四十三 ´HGe: htCW ´xe: hsÃ

五十　 ¯HNÃ htCW

五十四 ¯HNÃ htCW ´Na: HG@

六十　 ´úu: tCW

六十五 ´úu: tCW ´re: HNwa
七十　 ´Hd8̃ tCW

七十六 ´Hd8̃ tCW ´t8̃ HãuP

八十　 ´HdýE: tCW

八十七 ´HdýE: tCW ´tCa Hd8̃

九十　 ´HgW htCW

九十八 ´HgW htCW ´ko HdýEP

九十九 ´HgW htCW ´ko HgW

百　　 ´Hdýa
百一　 ˆHdýa r@ `htCiP
百八　 ˆHdýa r@ ¯HdýEP

百八十一 ˆHdýa r@ ´HdýE: tCW ˆtCa htCiP
千　　 ¯htõ úhjaP

万　　 ¯úh@

十万　 ´mbõ
百万　 ´C@ wa
千万　 ´sha ja
一億　 ´tũ Chu:

半分　 ´tCheP kha
第１　 ´tÃ mbo
第２　 ¯Hői: pa
両/２　 ´to
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数量詞

１人　 ´m@ `htCiP
１碗　 ¯hka ji: `htCiP
１腔　 ¯khoP pa
１ページ ´xhoP l

˚
eP

１本の草 ¯hkÕ `htCiP
１粒の米 ¯HdoP `htCiP
１つかみの野菜　¯hpA wu ´kÕ

２つかみの米　¯hpA wu ´to
１杯　 ¯phũ `htCiP
１桶の水 ´ndÃ ´kÕ

１碗のごはん　¯hka ji: ´kÕ

１時間 ´tChW tsh8P `htCiP
１輪の花 ¯hkÕ `htCiP
１文　 ¯tshiP `htCiP
１そろいの靴　¯hÃ tCha `htCiP
１対のウサギ　¯tCha `htCiP
１区画の道路　´tõ pW `htCiP
１節　 ¯tshiP `htCiP
１日の旅程　´n@ lÃ `htCiP
片方の靴 ´ýa `htCiP
１口の食事　´tCa th ı̃ `htCiP
１枚の布 ´rE: kha ´kÕ

１かご ¯sho: ´kÕ

１袋　 ¯khuP ma ´kÕ

１隊　 ´rW kha `htCiP
１列の家 ¯hta: ba `htCiP
１串の玉 ´úhẽ hko: `htCiP
１滴の油 ¯thiP pa `htCiP
２階　 ¯thoP htseP ¯Hői:
１つの部屋　´kÕ miP `htCiP
１瓶の酒 ¯xhe: dÃ ´kÕ

１斤　 ´Hdýa ma ´kÕ

２両　 ¯hsÕ ´to
２銭　 ´xo ´to
１里　 ¯Ch@ l@ `htCiP / ´l@ wa: `htCiP
１尋　 ´ndõ mba ´kÕ

１尺　 ´úh@ ts@ ´kÕ

１咫　 ¯n
˚tho ´kÕ

１ [指の幅の単位]　´s8: ´kÕ

１ [肘の長さの単位]　¯úhW ´kÕ

１寸　 ´tsh0̃ ´kÕ

１元　 ´tẼ `htCiP / ´Hdo: mo `htCiP
１角　 ¯htõ `htCiP / ´Hgo z@ `htCiP
１分　 ¯hka: ma `htCiP / ´kÕ

１畝　 ¯mũ `htCiP
少しの間 ¯sh@ kW `htCiP
１日　 ´ő@ wa `htCiP
１夜　 ´xjaP `htCiP
１か月 ´ndO: `htCiP
１年　 ´lo `htCiP
１歳　 ´lo `htCiP
一生　 ´m@ tsh@ `htCiP
１歩　 ´hkwÕ mba ´kÕ

１度　 ´th ı̃ `htCiP
１声あげる　¯hkEP `htCiP ¯htõ
１噛み ¯kha ´kÕ

いくらか ¯kha xhE: / `Nga htCiP
いくつか `Nga htCiP
毎日　 ´őA: ¯hta: ba
それぞれ ´r@ r@
１倍　 ´HdAwP `htCiP
毎晩　 ´őõ: ´nõP nõP / ´nõP ¯hta: ba

代名詞

私　　 ´Na
私たち２人　´N@ ői:
私たち ´Pa ku ú@

あなた ¯tCh8P

あなた（敬称）　¯tCh8P

あなたたち２人　´tCh8P ői:
あなたたち　´tCh8P khÃ

彼（彼女）¯kho
彼ら２人 ¯ku ői:
彼ら　 ´ku khÃ
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我々　 ´Pa ku ú@ / ´Na rÃ tsho
我々２人 ´Pa ku ői:
皆　　 ´tshõ ma
自分　 ´Na ndaP / ´rÕ őiP
他の人 ´m@ ´HGẼ djaP

これ　 ´Pa r@
これら ´Pa khÃ

ここ　 `Pa kW

この辺 ¯Pa tChoP

この２つ ¯Pa ni ´őı̃ Nga
このような　`Pa ïãa
あれ（近）´wo r@
あれら ´wo khÃ

あの辺 ´wo tChoP

あのような　ˆwo ïãa

誰　　 ¯shW

誰ら　 `shW shW

何　　 ´k@ r@
どこ　 ´kO:

いつ　 ´nÃ

どのように　´k@ ïãa
どれくらい　´k@ zo
いくつ ´k@ zo
そのほか ´HGẼ djaP

おのおの ´sho sho
一切　 ´tshÕ ma
すべて ´tshÕ ma
今回　 ¯th ı̃ ´Pa r@
いつか ´n

˚thÃ r@ / ´n
˚thÃ n

˚thÃ

形容詞

大きい ´tC@ Ho
小さい ´ti ti
太い　 ´Hbõ mbo
細い　 ´úho:

高い　 ´n
˚th8̃ mbo

低い　 ¯Hma Ho
凸の　 ´Hbõ mbo
凹の　 ´kõ kõ
でこぼこの　´mba: r@ mbu r@ / ´mba mba
´mbu mbu
長い　 ´rı̃ mbo
短い　 ´thõ thõ
遠い　 ¯thjaP ´rı̃ mbo
近い　 ¯thjaP ´thõ thõ / ¯thjaP ´őe mo
中間の `ïãı̃ Ha
幅広い ¯kW ´ýÕ mbo
狭い　 ¯kW ´toP po
広々した ´jÕ mbo
狭窄の ´toP po
厚い　 `n

˚thuP po
薄い　 ¯hs@ Hu
深い　 ´sOw po
浅い　 ¯hs@ Hu
満ちた ´kÕ

空の　 ¯htõ mba
多い　 ´mÕ mbo
少ない ´őõ őõ
四角い ´úW HGE:

丸い　 ´Hge: Hge:

平たい ´leP leP

尖った ¯mbuP mbuP

水平の ¯kh8P őÃ mbo / ´Hd@ Hõ
おもての ´úÕ tChoP

うらの ´Hdo: tChoP

命中した ¯n
˚thiP po

偏った ´tCoP tCoP

歪んだ ¯ő̊tCho: po
横の　 ´ï̊úheP ï̊úheP

縦の　 ´HGũ
まっすぐな　´úÕ mbo
曲がった ´kuP kuP

曲がりくねった　¯tCjaP tCjaP tCoP tCoP

黒い　 ´njaP njaP

真っ黒の ˆnjaP thi thi
白い　 ¯hkE: hkE:

赤い　 ¯HmE: HmE:

真っ赤の `Hma: Hdi Hdi
黄色い ´she: she:
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真っ黄色の　ˆshe: tı̃ tı̃
緑の　 ´HdýÕ khW

青い　 ¯̊Nõ N̊o
真っ青の ¯̊Nõ N̊

灰色の ¯hCa hCa
明るい ¯hsE: po
まぶしい ˆw8P th ı̃ th ı̃
暗い　 ´njaP phuP

重い　 ´Hdýi: po / ´Hdý@P po
軽い　 ´ýÕ mbo
速い　 ´ődýoP pa
ゆっくりの　´k@ le: / ´tE: po
早い　 ´̊Na mo
遅い　 ´HdýW l0:

鋭利な ¯Hn8̃ mbo
鈍い　 ¯Hn8̃ mEP

澄んだ ´tÕ ma
濁った ´̊őõP

太った ´HdýA: po / ¯tsh8̃ mbo
肥えた ´HdýA: po
やせた ¯xha ¯hkÃ mbo
乾いた ¯hkÃ mbo
湿った ¯Hl8̃ mba
濃い　 ´ka: Hõ
希薄な ´l

˚
@ Hu

密な　 ¯tshaP ´tÃ mbo
硬い　 `hsa kõ
軟らかい ¯ő̊@ po
粘つく ´ődýa ji
つるつるの　`ődýÃ mbo
ざらざらの　¯htsuP po
滑る　 ´ïãeP Hda: HdýoP

きつい ´tÃ mbo
ゆるい ´l

˚
8: po

固い　 `hsa kõ / ¯htẼ mbo
乱れた ´őoP po / ¯ï̊úhuP po
めちゃくちゃの　´tCha r@ tCho r@
正しい ¯ïãiP / ´reP

誤った ´n8: ï̊úh0̃

真の　 ´No ma / ´Hdẽ mba
にせの ´Hdz0̃ ma
生の　 ´Hdýẽ mba
新しい ´hsa Hba

古い　 ¯Hői: ba
よい　 ´ja: po
悪い　 ´xẼ mba / ´HduP po
弱い　 ´xẼ mba
高い　 ´kõ ´tC@ Ho
安い　 ´kõ ¯l

˚
Ã:

育ちすぎの　´HgE: po
年老いた ´HgE: po
若い　 ´lo tChõ
美しい ´ndze: po
醜い　 ¯HdoP ´xẼ mba / ¯HdoP ´NẼ mba
熱い　 ´tsha HduP

寒い　 ´úÕ mbo
暖かい ´ődýÃ mbo
温暖な ´ú8̃ mbo
涼しい ´úÕ hsi:
難しい ¯hka Hõ
簡単な ´lE: ¯l

˚
Ã:

芳しい ´xı̃ mbo
くさい ´úwA: ´xẼ mba / ´úwA: ´NẼ mba
おいしい ´xı̃ mbo
酸っぱい ¯hCu: po
甘い　 ¯HNE: po
にがい ´ka: mo
辛い　 ´kha tsha
塩辛い ´tsha khW

淡白な ´tsha HdýjaP

渋い　 ¯hCu: po / ´khA: / ´khA Hõ
魚くさい ´úhjaP HduP

脂っこい ´xẽ mba loP

暇な　 `khõ mba
忙しい ´úwA:

裕福な ¯tChuP po
貧しい ´xẼ mba / ¯Hwu: po
清潔な ´htsO HÃ

汚い　 `htso: pa
生きている　´hs8̃ mbo
新鮮な ´hsa Hba
死んだ ¯xh@ ro
明確な ¯hsE: po
おいしい ´xı̃ mbo
聞きよい ´̊őẼ mo
見よい ´ndze: po / ´ja: po
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うるさい ¯Hãa ´újaP

つらい ¯hka lE: khaP

退屈な ¯shẽ ´m@ hCe: pa
急ぎの ˆúwA: tCoP

色とりどりの　´úha úha
賢い　 ¯hCÕ mbo
愚かな `Hl0̃ mba
正直な ´Hdẽ mba / ˆHdẽ thuP

ずる賢い `Hjo HdýW

注意深い ´xiP tshaP

和やかな ¯kha ´ődýÃ mbo
傲慢な ´Na HdýE:

適当な ¯n
˚tshÃmbo / ¯ïãi: po

凶悪な ¯htsẼ mbo
厳しい ´újaP po / ´NE: ma
けちな ´she: n

˚
a

まじめな ´úõ mba

平凡な ¯hk uP htjaP ti
行儀のよい　`kha la nẼ / ˆsi: nẼ

がんばった　¯hts8̃ ïã0:

かわいそうな　¯ő̊i Hdý@

うれしい ´Hga
幸せな ´Hde hCiP / ¯hCi: hpo
平和な ´Hde ődýjaP

悲しい `shẽ HduP / ´hCo po
精通した ´N̊khE: pa
親切な ´ndza hts@

嫌な　 ˆsh0̃ mbo
単独の `htCiP k@ ¯htC@ ko
崖の多い ˆHzE: po
近所の ˆsu: la
まあまあの　´Pa la b@ la
珍しい ˆja n

˚tshẼ

動詞

愛する ´Hga
（～するのが）好きだ　´Hga
固定する ¯húEP

淹れる ¯hk8:

抜く　 ´pi:
耕す　 ¯xhE: ´HdýOP

整理する ¯tshu HãiP / ´pÃ HãiP
負ける ´phÃ

拝む　 ¯tChjaP ´m
˚ph8:

引っ越す ¯hpo
助ける ´roP ´jeP

結ぶ　 ¯tshu ´HdÃ

包む　 ´Hã@

秘密を守る　¯hsÕ

保護する ¯hsũ
満腹になる　´ïãwÕ

抱く　 ¯hpõ
掘る　 ´HGoP

むく　 `hxW

はがれる ¯khjaP

暗唱する ¯Hlo nd8̃

背負う ¯khu:

断食する ¯ő̊ũ HnE: hsũ
強制する ¯htsẼ Hzu
比べる ¯HdW:

閉ざす ¯htsũ
編む　 ¯l

˚
a

変わる ´ődýu: Hdu:

変える ¯tshu Hdýu:

病気である　´na
繕う　 ¯l

˚
Ẽ mba ´HdýOP

補修する ¯l
˚
Ẽ mba ´HdýOP

布施する ´Hýı̃ mba ¯htõ
拭く　 ¯ő̊tCheP

拭き消す ´phE: Hde:

なぞかけをする　´tsh8P

答えを当てる　¯n
˚thiP

裁断する ´úa / ¯htC8P

踏む　 ´Hdz@

参加する ´xuP

隠す　 ´Hba / ¯hkũ
掻く　 ´HdE:

はさみ込む　¯ndzuP

縫い目を解く　`hxiP
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壊す ˆmE: hxiP / ¯hCjaP

壊れる ´xiP
手で支える　¯hC8:

撒く　 ¯hs@

味わう ´úwÃ ¯hta
弁償する ¯hCı̃ mba `húEP

歌う　 ´HGE: ¯n
˚thẼ / ´HGE: ¯htõ

騒ぎたてる　´hts8P pa / ´kha hts8P ´HdýOP

炒める ¯HNoP

けんかする　´kha ri: ´jeP

沈む　 ¯th ı̃ / ´nõ
量る　 ´ődýE: / ¯htCjaP

ほめる ¯ht8P l
˚
a

完成する ¯ïãuP

盛る　 `HluP

持ちこたえる　¯tsh8P / ¯thejP
認める ´khE: lẼ
清める ´tÕ ő̊iP ´tCeP

食べる ¯ő̊tCha
ほとばしる　¯phE: hxE:

持ち出す ¯nd8̃ / ¯tshu ht8̃
タバコを吸う　´tO Ha ´n

˚thẽ
鞭打つ ´Hdõ
出る　 `tCh@ la ´ïão
取り出す ¯tshu lõ
日が昇る ´őÃ: ´xhE:

出てくる ´t8̃
掘り起こす　`hkEP

召し上がる　¯ő̊tCh8P

着る　 ´tC8̃

履く　 ´tC8̃

穴に通す　´ïãe:

穴が開く ´puP

穴を開ける　´puP

伝承する ´Hdý0P

伝染する ¯NgW:

吹く　 ¯hpuP

吹き飛ばす　¯hpuP

打つ　 ´Hdõ
刺し傷が痛む　´Hze:

急ぐ　 ´hk0: ndeP

よじる ¯hkE:

間違う ´n8: ï̊úh0:

答える ´khE: lẼ
ぶつ　 ¯Hdõ
身振りで表す　´ljaP Hda ¯Hzo / ¯hku Hda
¯Hzo
狩をする ¯HN8̃ ´HdýOP

撃つ　 ´ői nda ´HdýOP

当てる ¯phoP

けんかする　´HdýjaP re: ´Hgo / ´Hdõ re:

´Hgo
散らかす ¯ht8:

分ける ´n
˚thõ

倒す　 ¯ht8:

引いてくる　¯lõ
薪拾いをする　¯xh ı̃ `n

˚thW

賭ける ¯xho ´HdýOP

脱穀する ´mE: ndz@

居眠りする　`Hn8̃ loP

あくびする　´ha dýÕ ´jeP

しゃっくりする　´HãjaP

おくびを出す　¯ïãÕ HdjaP ´jeP

開ける `kha tCh@

稲光がする　¯thoP ´HdýOP

雷が鳴る ¯ïãuP ´Hãa
持ち歩く ´khu:

戦争に行く　`HmjaP ndzı̃ / ¯HmjaP ´HdýOP

結び目を作る　´ndiP kwa ´HdýOP

くしゃみする　´r0P pa ´jeP / ´Hãi: pa
´HdýjaP

世話をする　¯n
˚tsE Hã

導く　 ´ï̊úh@P

（帽子を）かぶる　´k8̃

（頭巾を）かぶる　´hú@

身につける　´k8̃

生まれる `kho ï̊úhõ / ´ï̊úhõ
遅れる ´Ng8:

さえぎる `phE hkjaP

倒れる ´loP

倒す　 ´rE: l
˚
oP / `hkEP

裏返す ¯Ngo ődýuP l
˚
oP

着く　 ´l
˚
eP

得る　 ´rjaP

待つ　 ¯HguP

地が震える　´sha NgW:
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頭を下げる　¯Ngo `Hgu:

点火する ´n@ `hpEjP
燃える ´n@ ¯mbEjP
灯す　 ´rE: hpEjP
詰め物をする　¯Hdı̃
しおれる ¯Hn@P

ほおばる ´Hzõ
落ちる ¯l

˚
ũ

吊るす ´HzE:

釣る　 ´ndzı̃ / ´HdýOP

転ぶ　 ´ïãuP

重ねる ¯HdW

噛みつく ¯sho ´HdýOP

叩き入れる　´ndze: r@ ´HdýOP

なくす ¯Ch8:

理解する ¯ha ´ko
凍る　 ¯kh ı̃
動く　 ¯NgW:

ちょっと動く　´phE HgW:

読む　 ´nd8̃

ふさぐ ´n
˚tshÕ

渡る　 ´phE: Hgi:
切れる ´tChEP

折れる ´tCjaP

ちぎる ´phE htC8P

折る　 ´tCjaP

積む　 ¯hpũ
隠れる ´kAwP

切り分ける　`htsAwP

印を押す ´HdAwP

飢える ¯htoP

押しつける　`l
˚
ejP

起こる ¯l
˚
jaP

発展する ´ph@ Hdýi:
怒る　 ¯khõ úho ´HãuP

誓う　 ¯Hna ´hCi:
身震いする　¯ndEjP
発酵する ´phE: ő̊E:

熱がある ´tsha Hã@ ´HdýOP

心配する ¯Hdu: po
発芽する ¯kha ´pu:

罰する ´tChEP pa ´úuP

翻す　 ´tCh@ nÕ l
˚
oP / ´ői l

˚
oP ´HdýuP

振り返る ¯kha lo ´hku:

反対する ´No Hg8: ´Hzo
翻訳する ´ýi: ¯Hdýu:

反芻する ´HdjaP

つむぐ ´N̊khe:

放置する ´ph8: hxjaP

入れる `ht@wP

放牧する ¯n
˚tsho

火をつける　´n@ ¯hpuP / ´n@ ¯hsjaP

飛ぶ　 ´Hdı̃
分かち合う　´Hgo
分家する ´HGi: ´Hgo / ´t@ kha ´Hgo
分離する ´kha ¯n

˚th8:

分かれさせる　´úÃ
狂う　 ¯n

˚
8̃

縫う　 ´n
˚tshẽ

孵る　 ´rõ
手を置く ´rE: ődýW

適合する ´n
˚tshÕ

腐る　 ˆr0:

かぶせる `hk@wP

かぶる `hk@wP

乾く　 ¯phE: hkÃ

働く　 ´lE: ka ´lE:

市場へ行く　´n
˚tshõ HdýjaP ´re ïão

風邪を引く　´tChÃ mba ´phoP

あえてする　¯ph8:

言う　 ´hx@P

告訴する ´tC8: tW ´HdýOP

切り分ける　´úA:

切断する ¯htC8P

切ってしまう　¯htC8P

刈る　 ´újaP

隔てる ¯htC8P

与える ´phE hteP

ついて行く　´Hdý@ nde: ´jeP

耕す　 ¯Hmo
つるす ¯lõ
いっぱいである　¯ndÕ

計る　 ´tsh8: pa
雇う　 `Hla
剃る　 ¯n

˚thoP

風が吹く ¯Hlũ ´HdýOP
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つるす ´ýE: HzEjP
電気を消す　¯Hgo ´HdýOP

関心を持つ　´shẽ khu:

閉める ¯Hgo ´HdýOP

囲い込む ¯hkjaP

管理する ´to dÃ ´Hzo
灌漑する `htõ
跪く　 ¯po: mo ´htsuP

転がる ´ïã@ loP ´HdýOP

年越しする　´lo hsE: ¯htõ
渡る　 ´Hge:

恥ずかしがる　ˆNo tsha
怖がる ¯hújaP

呼ぶ　 ´mb8P

叫ぶ　 ¯hkEP ´HdýOP

溶接する ´tsa la ´Hzo
飲む　 ´n

˚thũ
適切である　¯ïãiP
閉じる `kha HdýOP

うらむ ´N̊kh8̃ ndzı̃ ´Hzo
悔いる ´ődý8P pa ´Hzo
こぐ　 ´úW ¯htõ
描く　 ´ú@
身ごもる ´úu: ´N̊khu:

疑う　 ´toP pa ´sa
払い戻す ¯hCı̃ mba ¯húEP

返却する ¯phE: hteP

交換する ´Hdý@

振る　 ´HýuP

帰る　 ¯tshu ´loP

帰らせる ¯l
˚
oP

思い出す ´úẼ
答える ´lẼ ´HdýOP

破壊する ´mE: xh@

破壊させる　¯n
˚

õP

できる ¯xhe:

混ぜる ´rE: hs@

生きている　´sh8:

支える ¯hso
手に入れる　¯n

˚thoP

水で混ぜる　¯Hdz@

集まる ¯hsoP / ¯ő̊tChi:
積もる ´rE: hsoP

搾り出す ¯htCuP

搾る　 ¯HGo
はさむ ¯htCõ
覚えている　´úẼ
預ける ¯htC8:

送る　 ¯hku:

うらやむ ´úhjaP Hdo ´Hzo
忌む　 ´kha ndzẽ / ¯kha htsa
締めつける　¯htCı̃
はさむ ´lõ
選び出す ¯HãuP

減らす ´phE ï̊úh@

はさみで切る　´úa:

語る　 ´hx@P

落ちる ´pAwP

交換する ´Hdý@ re: ´Hzo
交付する ´phE htjeP / ´ýE htjeP

交わる ´úoP po ´HãiP
水を引く `HluP

こげる ¯n
˚tshiP

噛む　 ´HdEP

教える ¯l
˚
oP

鳥が鳴く ´tCa hkEP ´HdýOP

猫が鳴く ¯l@ hkEP ´HdýOP

ロバが鳴く　¯tC0: ´NE:

馬が鳴く ¯hta ¯n
˚tshe:

牛が鳴く ¯khE: ma ´NE:

犬がほえる　¯tC@ ´suP

ぶたが鳴く　¯phjaP hkEP ´HdýOP

羊が鳴く ´luP hkEP ´HdýOP

トラがほえる　¯htjaP ´NE:

狼がほえる　¯hCÕ khW ´NW

呼ばれる ´m@̃ ´mb8P

取り上げる　¯tCh@

実がなる ´ïãE: mW ´n
˚thjaP

結氷する ´tChOP rõ ¯kh ı̃
結婚する ´nE: HãiP
ほどく ¯kha ´phE hú8:

お金を借りる　¯HNW: ¯hC@

ものを借りる　´ljaP tCha ´HýE:

浸す　 ¯HbÕ

禁じる ¯hka NgoP ´Hzo
浸す　 ¯th ı̃
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入る　 ´ïãE: ïão / ¯ndz0:

びっくりさせる　¯húoP

びっくりする　¯ïãoP

救う　 ¯hCuP

住む　 ´HdE: HnE:

挙げる ¯htCjaP

のこぎりで切る　´sho: l@ ´HdýOP

完全にする　¯ndzõ
巻く　 ´rE: Hã@:

縮む　 ¯tshu: hkõ
掘る　 ´ïãW

邪魔する ¯NgjaP

邪魔させる　¯hkjaP

開ける ¯tCh@

沸く　 ¯N̊kh8:

開く　 ¯xhE:

運転する ¯htõ
始める `Ngo htsuP

開墾する ´sha Hg8P ¯tshEP

切り倒す ¯htC8P

切る　 ¯htCjaP

見る　 `hta
見せる ¯htı̃
見える ¯n

˚thõ
医者に見せる　´nE: `hta / ¯m

˚
Ẽ mba la ¯htı̃

かつぐ ´ýE: htCjaP

暖める ´Hgẽ
ぬかずく ¯tChjaP ´m

˚ph8:

咳をする ´lwA: ´Hlo
渇く　 ¯kha hkõ
刻む　 ¯hko
かじる ´ïãEP

ほじくる ´ïãW

ボタンをかける　´Hãu Hãu ´HdýOP

暇である ´khõ
泣く　 ´NW

眠たい ¯Hn8: ´loP

引く　 ´n
˚thẽ

排泄する ¯htCja ka ¯htõ
辛い　 ¯kha tsha
漏れる ´l0:

来る　 ¯tshu: ´Hõ
引っ張りあげる　´rE: lõ

年をとる ´HgE:

疲れる ¯tChEP

つなぐ ´tshu n
˚th0P

量る　 ˆtshEP ődýi:
乾かす ´hkÃ

おしゃべりする　¯hkEP tCha ´hx@P

裂く　 ´NgE:

ずぶぬれにする　¯Hl8̃
流れる ´ïão
耳が聞こえない　¯mba
抱きしめる　´rũ
漏らす ´sjaP

混乱する ¯húuP

濾す　 ¯tshjaP

転がす ´re: hko:

積み重ねる　¯htsiP
日が沈む ´őwÃ: ´nõP / ´HãiP
しびれる ¯Hr@P

叱る　 ´sh ı̃
埋める ´Hba
買う　 ´no
売る　 ¯htsõ
満ちる ´rE: kÕ

ない　 ´mEP

隠蔽する ¯hk@wP

燃え尽きる　¯xh@

さえずる ´tCa hkEP ´HdýOP

理解する ¯ha ´ko
触れる ¯thuP

研ぐ　 ´phE HdE:

粉をひく ¯n
˚tjaP

つかむ ´tshu lõ
持っておく　´l8̃
掻く　 ´ïãEP

枯れる ¯Hn@P

絞る　 ¯tshu htCW

嘔吐する ¯hCuP

這って歩く　´ïão
山に登る ˆr@ n@ ´ïão / ´ndzjaP

木に登る `xh ı̃ l@ ´ndzjaP

叩いて音を出す　´Hdõ
整列する ´pÃ: ´HãiP
派遣する ¯HNjaP
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走る　 ¯HdýuP

茶を入れる　´tCa ¯HbÕ

賠償する ¯hCı̃ mba ¯hú8P

埋め合わせる　¯Hd@P

膨張する ´HdýE: / ´HbÕ mbo ´reP

衝突する ´Hdõ
木を切る ¯hxjaP

浮く　 ´Hdı̃
ほとばしる　¯htoP

破れる ´úi:
（さおが）壊れる　¯tChjaP

（家が）傷む　´xiP
（碗が）壊れる　¯tChjaP

（碗を）壊す　¯htCjaP

解剖する ¯phE hxjaP

いじめる ¯thuP tsh8P `htAP

だます ¯Ngo hku: ´htõ
レンガで造る　¯htsiP
乗る　 `htCa
起きる ´lÕ
牽引する ´ï̊úh@P

負う　 ¯tChEP

略奪する ¯ï̊úhoP

叩く　 ´Hdõ
振り上げる　¯htCjaP

詮索する ¯hkẼ

切り刻む ¯htuP

口づけする　¯pu ´CeP

軽んじる ´n
˚thõ tChõ ´Hzo

要求する ´xW

取る　 ¯tshu lõ
娶る　 ´ï̊úh@P

行く　 ´ïão
回復する ´újaP

完全である　´tshÕ

染める ¯tsh8: ´htso
道を譲る ´lÃ ¯HzuP

温める ¯tsha
知り合う ˆNo xhe:

投げる ´phE HýuP

溶ける ´xW

溶かす ´HGW

もむ　 ´Hdz@ / ´lı̃

耐える ¯hsẼ / ´Hz8P pa ´Hgo
なめす ¯HőEP

撒く　 ¯hto:

小便する ¯htõ
播種する ´ht@wP

解散する ´úÃ
ゆるめる ¯úh8P

掃く　 ¯tChjaP

殺す　 ¯hseP / ´húõ
ふるいにかける　¯htAwP / ¯Hãẽ
日にさらす　¯hkÃ

日向ぼっこする　´Hge:

稲光が走る　¯HloP´mbE

傷つける ¯Hma ´Hzo
相談する ´ú8: ´Hzo / ´ú8: ´jeP

上がる ˆýE: ïão
射る　 ´HdýOP / ¯m

˚phõ
射止める ¯m

˚phoP

伸ばす ¯htCõ
伸びきる ´n

˚thẽ
にじむ ¯sh ı̃
成長する ´ýE: hCe:

さびる ¯htsa ´HdýOP / ¯htsa ¯phoP

腫れ物が大きくなる　¯Hma ´tChEP

産む　 ¯hCe:

腹を立てる　¯khõ úho ´lÕ
残される ¯l

˚
jaP

昇る　 ¯xhE:

させる ¯htCuP

釈放する ´phE: htõ
試す　 ´tsh8P hta ´jeP

である ´reP

収穫する ¯HNa
受け取る ¯ï̊úh8P

閉じる ¯phAwP

防御する ¯HdOP

守る　 ´hsÕ

髪をとく ¯húa ¯xh8P

負ける ´phÃ / ´xh8:

顔見知りである　´Hdý0: ´ý8P

調理される　¯n
˚tsh8:

熟れる ¯m
˚

@̃

やせる ¯xha ¯hkÃ
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数える ´úÕ ka ¯hts@

ゆすぐ ¯kha ¯hxi:
衰える ´ma ji ´őÃ

転落する ´sjaP

投げる ¯HýuP

かんぬきをする　¯Hgo htẼ ´HdýOP / ¯Hgo
¯ht8P

結びつける　¯htjaP

眠る　 ´őE:

寝つく ¯Hn8̃ ´loP

吸う　 ´nW / ¯ődýiP
話す　 ´hx@P

裂く　 ¯húE:

死ぬ　 ¯xh@

計算する ¯hts@

砕ける ´xiP
傷つける ¯hC8̃ ¯xh8:

錠をする ´Hd@ miP ´HdýOP

崩壊する ´HdiP / ´loP

踏みつける　´HdiP
持ち上げる　¯htCjaP

涙を流す ¯Hmi: tChW ¯xh8:

横になる ´őE:

やけどする　¯hseP

逃げる ´ú8:

物乞いする　¯l
˚
õ

頭痛がする　¯Ngo ´na / ¯Ngo ´Hze:

蹴る　 ´Hdo HdýÕ ´loP

剃る　 ¯HGE:

曇りである　¯HnÃ ´njaP

晴れる ¯HnÃ ´tÕ
夜が明ける　¯HnÃ hsE:

暗くなる ´m0̃ tshuP

なめる ¯HdjaP

担ぐ　 ´úhjaP pa ´N̊khu:

選ぶ　 ´HdÃ

踊る　 ´úo ő̊tChÃ / ´HGE: ő̊tChÃ

跳ねる ¯m
˚phjaP

脈打つ ¯m
˚phjaP

貼る　 ´phE Hýa:

聞く　 ´nẼ

聞こえる ¯n
˚tsh8:

止める ¯n
˚tshÃ ´HGaP

知らせる ¯Hda `htõ
盗む　 ¯hkW ´jeP

投げる ¯HýuP

吐く　 ¯HýuP

押す　 ´mb0P

口実を設けて断る　¯kha ´HGjaP

退く　 ¯tCh@ nõ ´jeP

飲みこむ ¯HmiP
引きずる ´ú0P

脱臼する ¯tshiP ´p0P

背負う ¯hke:

掘る　 ¯hkE:

切り出す ´ú8P

曲がる ´kuP

曲げる ´NguP

終わる ´ndzoP

遊ぶ　 ¯htse mje ´jeP

忘れる ´HdýeP

違反する ´Ngi:
餌をやる `Hl0P

におう ¯n
˚

õ
尋ねる ´ú@
握る　 ¯ődý@

ふさぐ `ka hk@wP

吸い込む ¯htõ
慣れる ´kõ xhe:

洗う　 ´ï̊úh0P

好む　 ´Hga
目が見えない　¯HmiP ´lõ
下りる ´mE: ïão
産む　 ´ï̊úhũ
卵を産む ´Hgõ
雨が降る ´tCa: ba ´pOwP

怖がらせる　¯hújaP / ¯HdiP
陥没する ¯HdiP
捧げる ´m

˚ph0:

慕う　 ¯m
˚

8̃

信じる ´ji: tChe:

思う　 ¯hsÃ

思い出す ´úẼ
したいと思う　¯hsÃ

似る　 ´ïãa
消化する ¯hse: ´xW
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消える ´ýE:

下る　 ´ődýjaP

削る　 ´HGoP

気をつける　´HzOP HzOP ´jeP

笑う　 ´Hga: ´xh8:

書く　 ´ú@
下痢する ¯hxi:
目覚める ¯Hn8̃ ¯shEP

恥ずかしがる　ˆNo tsha
休む　 ˆNE: hso ´HdýOP

学ぶ　 ´HýÕ

探す　 ¯htsE:

押さえる ¯Hn8̃

粉にする ´HdE:

かゆい ´sa
育てる ¯hso
揺れる ¯HýuP / ¯NgW

揺する ¯HýuP

噛む　 `sho ht@wP

掬う　 ¯htCW

必要である　¯Hgu:

引き入れる　´ï̊úh@P

頼る　 ¯htẼ
秘密にする　¯hsÕ

勝つ　 ¯kh8P

迎える ¯tshu hsW

抱擁する ´ődýW

泳ぐ　 ¯htCi:
持っている　´ý8P

いる　 ´ý8P

存在する ¯n
˚

Õ

出会う ´ï̊úhEP / ¯thuP

賛成する ´t0: ´jeP

めまいがする　¯Ngo ýu: ´N̊khu:

許可する ¯tChoP ő̊tChẼ ¯thoP / ¯tChoP

栽培する ´htsuP

いる　 ´ý8P

増える ¯kha n
˚

8̃

刺す　 ¯hsuP

刺しこむ ´HdýOP

瞬きする ¯HmiP tshuP ´jeP

抽出する ¯htsjaP

摘む　 ¯htoP

糊づけする　¯Hýa:

立つ　 ´lÕ
引っ張って開く　´HdÕ

大きくなる　¯hC@P

かさが増す　¯ïãuP

腹が張る ´re: / ¯Hb8:

火をつける　´n@ ¯xh8:

風邪を引く　¯ő̊tChjaP

召集する ¯n
˚tshoP

探し出す ´l8̃
刺す　 ´ndũ ´HdýOP

覆う　 ¯hk@wP

震える ¯NgW:

奪い合う ´ï̊úhoP re: ´jeP

蒸す　 ¯HlÕ ¯htso / ¯htso
知っている　¯xhe:

織る　 ¯htjaP

指す　 ´ndzuP ´htsuP

種をまく `ht@wP

腫れる ¯húÕ

煮る　 ¯htso
願う　 ¯m

˚
ã lÕ ¯htõ

ひっつかむ　¯ődýW

振り返る `kha hku:

角を曲がる　ˆkuP hku:

移動する ´N̊khu:

移動させる　´hku:

詰める `htC0P

追いかける　´tEjP
準備する ˆúa HãiP
捉える ¯ődýW

ついばむ `n
˚thW

行く　 ´ïão
中に入る ´ndz0:

穴を開ける　¯phuP

酔う　 ´Hz@

座る　 ´HdEP

する　 ´lE:

夢を見る ¯Hm@ lÃ ¯Hm@

商売する ¯tshõ ´HdýOP

連れる ´roP ´jeP

仕方　 ´lE: htÕ
証明する ´Hdẽ hpÕ
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その他の品詞類

のみならず　´m@ tshEP

～を除いて　´wo r@ ´ma tshEP / ´wo r@ ´mı̃
ほとんど ´phE: tChe:

もちろん ˆHõ la
たった今 ´Pa shÕ

本来的に ¯htsa wa nE: / `htẼ nE:

そして ´tÕ
とても ¯ha tCÃ

まだ　 ˆwÃ la
今すぐ ´Pa shÕ / ´ődýo: pa

一緒に ¯HőÕ:

必ず　 ´ýẽ htCiP ´mı̃ htCiP
～もまた ˆwÃ la
それから ´Ho rẼ
再び　 ˆwÃ la
少なくとも　´ma n

˚tha na
～まで ´Pa shÕ phe:

最後に ´n
˚tha ma

突然　 ´tshe: tsõ ma tsõ
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